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　　　　　　　　　東京天文塑長の新佳
　　　　　　　　　　　　　（巻　　頭　　言）
　かねて辱されてるナこ71油信教授の定年跡職が去る三月末に實現し，こえ
て四月4El，新東京天文馬長ミして早乙女教授の任命を見ナここミは，いろ
いろの意味に於いて慶賀に堪えない．
　卒由信博士の學蹟については他ヨ稿を改めて詳論する機會を得ナニい．早
乙女博士の新任εいふこミは．吾入が可なり以前から多少の自信を以って
豫想，且つ，希望してみた所であって，今此の事が公けに決定されたこε
を心から喜ぶものである．
　そもそも一天交皇の「毫長」職なるものは決して箪なる榮馨の地位では
ない．自分は先年外遊の機に多くの天文憂を訪ねて，親しく各所の天文毫
長ミ其の人格に接し，盆々此の感を深くした経験を持ってみる．自分の信
ずる所に嫁れば
　（1）天文皇は天文學研究上の一揚揚であって，其の職員間には調和ミ統
　　一ε協同精神の圓満な嚢現が認められなければならない．故に此の見
　　地からすれば天文皇長は此の王國の君主であって，天文諸多匿を支配
　　し，號令し，指導し，愛撫激擁する能力者であらねばならない．近代
　　に於ける理想的天文微微ミして，ハーブード天文皇の故ピケリング教
　　授，リク天文皇の現カンベル博士，プリンス1・ン大門天文毫の現ラツ
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　　セル教授，エ・一ル大學の現シVシンジア教授等の聲名は細く世の知る
　　所である．天文魂呼は同時に天文研究者であるのが普通であるけれさ，
　　上述の條件から見れば訣れ必ずしも必要でない．ヤーキース天文毫の
　　現フロスト教授の如きは藪年前から失明してみるけれさ，・今爾ほ皇長
　　εして有力に活躍してみる例を見てもわかる．一此の意味に於いて，
　　天文皇長は學界の擢威者でなければならない．
（2）天文肇長は常に學界全般の事情に通じ，部下の指導を圓満に逡毒しな
　　ければならないために．其の脳裡は決して回る特別論題のみを以って
　　充満してみてはならない，ナこεひ肇長自身は特殊問題の研究に浸心す
　　るを本分εしてみても，他の一面に於いては極めて博識ミ常識εを持
　　ち，あらゆる闊題に涙して偏見ε無浮心εを避けねばならない．フロ
　　スト氏がバーナム，バーナード等の先任者を超えて，ヤーキ　一一　」〈天文
　　毫長εなり，叉，エdトケン氏が先輩タカー氏等を誠いてリク天文毫
　　（副）長に画けられナこなS“は此の好例ミ見てよかろう．
（3）天文室長は部下職員の統一者ミして，」叉，他の學的杜會εの交渉代表
　　者こして，完全なる人格者であらねばならぬ．此の意味に於いて現今
　　自分の知る多くの天文壼長は實に冷血すべき紳士淑女である．ライデ
　　ン大面のデシター教授，グリニチ天文皇のダイソン博士，ワシン5ン
　　海軍天文壷のアaクルバーガー博士，ベルグドルフ天文皇のショア教
　　授，マウント・ホリョク正院のヤング女史，ローエル天文肇の大スラ
　　ィファ博士なき，皆，玉の如き人格者である．
　李山畑博士を失った東京天文皇に於いて，後任の天文皇宮に擬せらるべ
き候補者を二，三，吾人は耳にした．しかし，上述の理想より見て，早乙
女清房教授が此の霊感も適任者であるこEは，かねて吾人もひそかに信じ
てゐt　9fである．今回の任命が果然吾人の信ずる所を實現しナこ形になって
みるのは喜びに堪えない．或人は早乙女氏の今回の任命を以って異常なる
抜擢であるこ言ってみるが，直入はむしろ貼れを，立明なる推薦者の正に
當然な判断によるご見る．一年輩から言っても，早乙女氏は明治32年度
の大子卒業者で，今年ほs“50歳半あるから，學者ξして，又人ミして，最
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も活動力に富むε言って好い．
　早乙女博士は大學卒業後，直ちに大卒院に入り，叉，東京天文皇の助教
授，教授に歴任した人であって，かつては，天頂儀による緯：度攣化観測を
行ひ，其の結果，天文水準器の特殊研究に貢献した所が大きい．其の後，
渠，天文用時辰儀の特性を研究して，大正11年には「博士」の學位を得tc．
言はN“，東京天文豪に於いて可なり珍らしい型の崩際雨天文學者である．
全世界の多くの天文皇の例にもある通り，實際的天文家が今回始めて塁長
に任命されたこεは將來の東京天文毫のために露なる韓機であらねばなら
ない．
　椹誉者・博識者・人格者t7しての天文立者早乙女博士は，一・面に於いて，
天文學の胱會的普及熱心家である．さきに我が天文同好會の組織せらるX
や東京方面から眞っ趣きに進んで入會を申し込まれたのは實に同博士であ
る．尚ほ，かって東京の日本天文學會の理事長でもあった．又，現にドイ
ツ國ベルリン市にあるトレプトウ天文峯の賛助者である．叉，最近二三年
間，東京放迭局から天文累を放迭講演されt人々のうち，東京天：文肇から
の唯一入者であるこミは既に廣く知られてみる・
　今や我が國は眞に希望に富んだ「天文時代」に入らんミして，前途は可な
り多事ならんεしてみる．外國に比べて凡そ一・世紀も後れてみた器械的設
備も最近頓に進歩し，且つ，主命近く大飛躍の行はれんミする顧慮が，學
俗間一般に認められてみる．叉，一一般民衆の間には近代的天文學の智識が
極めて着實なる歩調を以って普及しつXある，東西の學府には熟畑なる少
肚天文學者が雲の如く集まり，止むを得す「撰援試験」によって彼等は書套
生活の中に引き入れられつSあろ．（こんな例が外國の何所の大照にある
！？）此の時に際して，聲望ある天文毫長の新任は，常に一東京學府の喜び
のみならす，むしろ全國學界の喜びでなければならない．（山本）
